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町
の
平
成
24
年
度
予
算
が
、
3
月
に
開
か

れ
た
町
議
会
第
1
回
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
予
算
に
基
づ
い
て
、
町
は
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
予
算
の
編
成
方
針
、
予
算

の
全
体
像
、
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

【
企
画
財
政
室
財
政
課
☎
34
・
2
0
7
2
】

予
算
の
編
成
方
針

　

町
の
財
政
状
況
は
、
平
成
22
年
度
普
通
会

計
決
算
に
お
い
て
は
黒
字
と
な
っ
た
も
の
の
、

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
町
税
収
入
は
前
年
度

か
ら
約
1
億
1
0
0
0
万
円
の
減
収
と
な

り
、
歳
入
全
体
に
占
め
る
自
主
財
源
の
比
率

も
平
成
19
年
度
の
50
・
8
％
か
ら
低
下
を
続

け
、
41
・
9
％
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。
黒

字
決
算
に
な
っ
た
要
因
は
、
地
方
交
付
税
な

ど
が
増
収
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
依
存
財
源
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
ま
た
、
改
善
さ
れ
た
も
の
の
経
常
収
支

比
率
は
依
然
と
し
て
高
く
、
償
還
の
ピ
ー
ク

を
過
ぎ
た
公
債
費
も
い
ま
だ
高
い
水
準
に
あ

り
、
財
政
の
硬
直
化
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
経
常
的
な

経
費
に
つ
い
て
は
、
一
層
の
経
費
の
縮
減
を

行
っ
た
う
え
で
必
要
な
予
算
付
け
を
行
い
、

政
策
的
な
経
費
に
つ
い
て
も
、
必
要
性
、
緊

急
性
を
十
分
に
精
査
し
た
う
え
で
、
優
先
順

位
付
け
を
行
い
、
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率

的
な
配
分
に
配
慮
し
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
ま
ち
へ

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
ま
ち
へ

平
成
平
成
2424
年
度
年
度

　
　
　

予
算
が
決
定

　
　
　

予
算
が
決
定
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予
算
の
全
体
像

　

町
の
予
算
は
「
一
般
会
計
」
と
「
特
別
会

計
」、
そ
し
て
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く

「
水
道
事
業
会
計
」か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
各
会
計
予
算
総
額
は
、

1
8
7
億
9
7
9
8
万
4
千
円
と
な

り
、
前
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
て

1
億
6
3
3
6
万
1
千
円
、
0
・
9
％
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
総
額
が

97
億
3
4
0
0
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

5
億
2
6
0
0
万
円
、
5
・
1
％
減
少
し
ま

し
た
。

　

町
の
収
入
の
主
な
も
の
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
納
め
る
町
税
で
す
。
景
気
低
迷
や
退
職

者
の
増
加
に
伴
う
給
与
所
得
の
減
少
に
よ
る

個
人
町
民
税
の
減
収
や
、
3
年
に
一
度
の
評

価
替
え
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減
収
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
よ
り
約
1
億
円
の
減
収
を
見

込
み
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
は
、
公
債
費
の

償
還
額
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比

べ
約
8
0
0
万
円
の
減
収
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

一
方
、
支
出
に
占
め
る
割
合
の
大
き
な
も

の
と
し
て
、
障
害
者
施
策
に
係
る
給
付
費
、

保
育
所
運
営
費
な
ど
の
児
童
措
置
費
、
道
路

新
設
改
良
事
業
、
公
債
費
の
償
還
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

特
別
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

療
養
給
付
費
な
ど
の
保
険
給
付
費
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
や
介
護
納
付
金
、
保
険
財
政

共
同
安
定
化
事
業
拠
出
金
な
ど
の
増
に
よ
り

前
年
度
に
比
べ
て
2
億
5
1
8
2
万
4
千
円
、

7
・
6
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
の
増

な
ど
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
て
2
4
6
1
万

円
、
7
・
5
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　

今
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
3
年
間

の
第
5
期
事
業
計
画
を
開
始
し
ま
す
。
こ
の

計
画
を
踏
ま
え
て
、
引
き
続
き
介
護
サ
ー
ビ

ス
や
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
介
護
報
酬
の
改
定
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
増
加
に
よ
り
、
保
険
料
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
予
算
は
、
前
年
度
に
比
べ
て

1
億
2
2
5
5
万
1
千
円
、
6
・
1
％
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

下
水
道
は
、
住
環
境
の
改
善
や
公
衆
衛
生

の
向
上
、
ま
た
、
水
質
保
全
を
図
る
う
え
で

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
あ
り
、
計

画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
公
共
下
水
道
事
業
で
5
・
9

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

事
業
で
10
・
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

水
道
事
業
会
計
予
算

　

水
道
は
、
文
化
的
な
生
活
や
経
済
活
動
を

支
え
る
必
要
不
可
欠
な
基
盤
施
設
と
し
て
最

も
重
要
な
も
の
で
す
。

　

よ
り
一
層
、
安
全
で
安
心
で
き
る
水
を
安

定
し
て
供
給
で
き
る
よ
う
、
施
設
・
設
備
の

更
新
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

※（　）内の数値は構成比。端数処理の関係で 100％にならない場合があります。

寄附金　100 万 1千円（0.0％）寄附金　100 万 1千円（0.0％）
繰入金　185 万円（0.0％）繰入金　185 万円（0.0％）

歳入

自
主
財

源

42.9%42.9%57.1%57.1%

依
存

財

源

地方交付税地方交付税
27億 1400万円（27.9％）27億 1400万円（27.9％）

国庫支出金国庫支出金
10億 8247 万 2千円10 億 8247 万 2千円
（11.1％）（11.1％）

町債町債
6億 1940 万円（6.4％）6億 1940 万円（6.4％）

県支出金県支出金
6億 7883 万 8千円（7.0％）6億 7883 万 8千円（7.0％）

地方消費税交付金地方消費税交付金
2億 7000 万円（2.8％）2億 7000 万円（2.8％）

地方譲与税地方譲与税
1億430万円（1.1％）1億430万円（1.1％）

利子割交付金利子割交付金
1560 万円（0.2％）1560 万円（0.2％）

地方特例交付金地方特例交付金
1790 万円（0.2％）1790 万円（0.2％）

自動車取得税交付金自動車取得税交付金
3410 万円（0.4％）3410 万円（0.4％）

繰越金繰越金
1億5千万円（1.5％）1億5千万円（1.5％）

財産収入財産収入
1881 万 4千円（0.2％）1881 万 4千円（0.2％）

使用料及び手数料使用料及び手数料
2億 5289 万 6千円（2.6％）2億 5289 万 6千円（2.6％）

分担金及び負担金分担金及び負担金
1億 6475 万 2千円（1.7％）1億 6475 万 2千円（1.7％）

諸収入諸収入
9317 万 6千円（1.0％）9317 万 6千円（1.0％）

配当割交付金　　　　 　1520 万円（0.2％）配当割交付金　　　　 　1520 万円（0.2％）
交通安全対策特別交付金　700 万円（0.1％）交通安全対策特別交付金　700 万円（0.1％）
株式等譲渡所得割交付金　380 万円（0.0％）株式等譲渡所得割交付金　380 万円（0.0％）

町税町税
34億 8890万 1千円（35.8％）34億 8890万 1千円（35.8％）

一般会計一般会計
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会　　計 平成 24年度 平成 23 年度 増減額 増減率
一般会計 9,734,000 10,260,000 △ 526,000 △ 5.1％

特
別
会
計

国民健康保険 3,573,441 3,321,617 251,824 7.6％
住宅新築資金等貸付事業 2,465 3,435 △ 970 △ 28.2％
公共下水道事業 1,796,357 1,762,946 33,411 1.9％
後期高齢者医療 353,990 329,380 24,610 7.5％
介護保険 2,133,480 2,010,929 122,551 6.1％
磯城郡介護認定審査会共同設置 12,330 12,450 △ 120 △ 1.0％

水道事業会計
収益的収入及び支出 791,156 785,604 5,552 0.7％
資本的収入及び支出 400,765 474,984 △ 74,219 △ 15.6％

各会計予算総額 18,797,984 18,961,345 △ 163,361 △ 0.9％

187 億 9798 万 4千円

平成 24年度　田原本町の予算

平成 24年度予算

町民 1人当たりの一般会計歳出予算額

内訳
29万7903円 一般会計予算       　　　97 億 3400 万円

特別会計予算           78 億 7206 万 3千円
水道事業会計予算  11 億 9192 万 1千円

歳出

民生費民生費
31億 1479 万 3千円31 億 1479 万 3千円
（32.0％）（32.0％）

総務費総務費
12億 9019 万 1千円12 億 9019 万 1千円
（13.3％）（13.3％）

衛生費衛生費
9億 3440 万 6千円9億 3440 万 6千円
（9.6％）（9.6％）

土木費土木費
9億 6976 万円9億 6976 万円
（10.0％）（10.0％）

消防費消防費
5億 1276 万 5千円5億 1276 万 5千円
（5.3％）（5.3％）

教育費教育費
11億 9785 万 6千円11 億 9785 万 6千円
（12.3％）（12.3％）

公債費公債費
13億 5229 万 6千円13 億 5229 万 6千円
（13.9％）（13.9％）

商工費商工費
4108 万 8千円（0.4％）4108 万 8千円（0.4％）

農林水産業費農林水産業費
1億 4870 万 7千円（1.5％）1億 4870 万 7千円（1.5％）

予備費予備費
1500 万円（0.2％）1500 万円（0.2％）

議会費議会費
1億 5713 万 8千円（1.6％）1億 5713 万 8千円（1.6％）

予算総額

※数値は、各歳出項目を 32,675 人（平成 24 年 3月
1日の住民基本台帳人口）で割った額です。

その他 1万 1077 円
農業の振興対策や農道・農業用水路の整備、議会
の運営、商工業・観光の振興

高齢者・障がいのある人・児童な
ど福祉全般の充実

9 万 5326 円民生費

公債費 4万 1386 円
大きな事業を行うために国などか
ら借り入れたお金「町債」の返済

総務費 3万 9485 円
町の全般的な管理経費や自治振興
など

土木費 2万 9679 円
道路・河川・公園などの施設の整
備

教育費 3万 6660 円
教育・文化・スポーツの振興

衛生費 2万 8597 円
検診や予防接種、ごみ・し尿の収
集処理など

消防費 1万 5693 円
消防や防災対策

会計別予算額 （単位：千円）

一般会計一般会計
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主な事業
　平成24 年度の主な事業を、「自然と歴史・
文化が育む新しい生活拠点たわらもと」をまち
づくりの将来像とした田原本町第 3次総合計
画の 6つの基本施策分野ごとに紹介します。

2
4
0
9
万
8
千
円

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　

今
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま

す
。
入
所
対
象
を
小
学
3
年
生
か
ら
小
学
4
年

生
ま
で
に
広
げ
る
と
と
も
に
、
開
所
時
間
に
つ

い
て
も
拡
大
し
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

5
億
8
8
6
4
万
7
千
円

障
害
者
支
援
事
業

　

新
た
に
策
定
し
た
第
2
次
障
害
者
計
画
並
び

に
第
3
期
障
害
福
祉
計
画
に
よ
り
、
障
害
者
施

策
の
充
実
を
図
り
、
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
自
立
支
援
法
な
ど
の
改
正
に

よ
り
、
従
来
は
県
が
行
っ
て
い
た
障
害
児
通
所

支
援
を
今
年
度
か
ら
町
が
実
施
し
ま
す
。

9
0
9
9
万
8
千
円

が
ん
検
診
・
予
防
接
種
事
業

　

が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
従
来
か
ら
が
ん
検

診
の
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
21
年
度

か
ら
の
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
に
加
え
て
昨
年
度

か
ら
大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
も
無
料
ク
ー
ポ

ン
に
よ
る
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
も
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
予
防
接
種
に
加
え
て
任
意
接
種

で
あ
る
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
助

成
も
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

5
1
0
1
万
2
千
円

（
う
ち
平
成
23
年
度
補
正
分
4
3
6
6
万
円
）

小
中
学
校
校
舎
の
耐
震
化
事
業

　

教
育
現
場
で
の
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
や
、

災
害
時
に
お
け
る
避
難
施
設
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
た
め
に
計
画
的
に
耐
震
化
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
国
の
財
政
措
置
に

よ
り
平
成
23
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
南
小

学
校
南
館
校
舎
と
平
野
小
学
校
中
館
校
舎
の
耐

震
工
事
を
、
ま
た
次
年
度
以
降
の
耐
震
補
強
に

向
け
南
小
学
校
北
館
校
舎
と
北
中
学
校
北
館
校

舎
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

5
6
5
0
万
4
千
円

（
う
ち
平
成
23
年
度
補
正
分
3
8
5
0
万
円
）

中
央
体
育
館
改
修
事
業

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
中
央

人
が
活
き
い
き
と
輝
く
ま
な
び
の
ま
ち
づ
く
り

2
共
に
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

1
順次、小・中学校校舎の耐震工事を行っています

中央体育館とテニスコートをリニューアルします 予防接種の助成を行います
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体
育
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。
ま
ず
、
国

の
財
政
措
置
に
よ
り
平
成
23
年
度
補
正
予
算
で

計
上
し
た
、
避
難
場
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る

中
央
体
育
館
の
天
井
パ
ネ
ル
の
落
下
を
防
止
す

る
た
め
の
工
事
を
行
い
ま
す
。
併
せ
て
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
に
競
技
器
材
を
配
備
す
る
と
と
も

に
、
館
内
の
ト
イ
レ
改
修
を
行
い
ま
す
。
ま
た

老
朽
化
し
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
人
工
芝
の
全
面
改

修
を
行
い
ま
す
。

7
8
3
0
万
1
千
円

唐
古
・
鍵
遺
跡
史
跡
公
園
整
備
事
業

　

国
史
跡
の
唐
古
・
鍵
遺
跡
の
保
存
と
整
備
に

つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
に
策
定
し
た
全
体
設

計
に
基
づ
き
史
跡
公
園
と
し
て
の
整
備
を
行
い

ま
す
。
今
年
度
は
本
格
的
整
備
に
向
け
造
成
工

事
と
水
路
工
事
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

1
2
1
8
万
5
千
円

学
校
給
食
業
務
の
民
間
委
託
事
業

　

行
財
政
改
革
に
よ
り
職
員
定
数
の
適
正
化
を

推
進
し
て
い
く
な
か
で
、
充
実
し
た
学
校
給
食

の
提
供
を
確
保
す
る
た
め
に
、
給
食
調
理
業
務

に
民
間
活
力
を
導
入
し
、
効
率
的
な
運
営
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
、
今
年
度
は
南
小
学
校

で
民
間
委
託
を
始
め
ま
す
。

5
0
1
万
7
千
円

田
原
本
駅
周
辺
整
備
事
業

　

本
町
の
玄
関
口
で
あ
る
近
鉄
田
原
本
駅
の
周

辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
駅
前
広
場
を
核
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
南
街
区
の
再

開
発
の
検
討
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
ま
た
、

駅
周
辺
の
活
性
化
を
図
る
整
備
メ
ニ
ュ
ー
や
駅

前
空
間
全
般
の
修
景
な
ど
を
検
討
し
、
駅
周
辺

の
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

1
6
0
0
万
円

（
仮
称
）
田
原
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
地
区
整
備
事
業

　

昨
年
、
市
街
化
区
域
に
編
入
し
た
地
域
の
企

業
誘
致
に
向
け
、京
奈
和
自
動
車
道
の
（
仮
称
）

田
原
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
の
基
盤

整
備
を
行
う
た
め
、
今
年
度
は
周
辺
道
路
な
ど

の
概
略
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

2
億
6
6
4
7
万
6
千
円

水
道
施
設
改
良
事
業

　

よ
り
安
全
で
安
心
な
水
を
安
定
し
て
供
給
し

て
い
く
た
め
に
は
、
水
道
施
設
や
機
器
の
保
守

点
検
、
改
良
な
ど
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
年
度
は
老
朽
化
し
た
配
水
流
量
計
更

新
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
自
己
水
の
安

定
確
保
の
た
め
井
戸
新
設
工
事
を
は
じ
め
、
配

水
管
な
ど
の
改
良
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

平成 24年度予算

都
市
基
盤
が
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

3
駅前広場を核として周辺整備に取り組みます 史跡公園として整備が進められている唐古・鍵遺跡

南小学校では学校給食の民間委託が始まります基盤整備の準備が進む田原本インターチェンジ周辺
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4
0
0
万
円

笠
縫
駅
東
側
自
転
車
駐
車
場
整
備
事
業

　

近
鉄
笠
縫
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
対
策
と
し

て
、
駅
東
側
に
駐
輪
場
の
設
置
を
計
画
し
て
お

り
、
今
年
度
は
用
地
の
測
量
と
駐
輪
場
施
設
の

設
計
を
行
い
ま
す
。

1
3
9
8
万
円

防
災
対
策
事
業

　

平
成
22
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
緊
急

地
震
速
報
や
災
害
時
の
避
難
情
報
を
伝
達
す
る

た
め
の
同
報
系
防
災
無
線
を
今
年
度
か
ら
運
用

を
開
始
し
ま
す
。

　

重
大
な
危
機
や
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
、

総
合
防
災
訓
練
の
実
施
や
、
自
主
防
災
組
織
の

育
成
強
化
、
防
災
知
識
の
普
及
に
努
め
る
な
ど

防
災
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

9
9
3
4
万
1
千
円

（
う
ち
平
成
23
年
度
補
正
分
6
6
0
0
万
円
）

農
業
基
盤
対
策
事
業

9
0
0
万
2
千
円

土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業

　

良
好
な
田
園
維
持
と
効
率
的
な
農
業
の
推
進

を
図
る
た
め
、
農
道
、
水
路
な
ど
の
生
産
基
盤

整
備
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
主
な
井い
せ
き堰
の
機
能
診
断
を
行
い
、
井

堰
機
能
保
全
計
画
書
を
作
成
し
、
既
存
施
設
の

有
効
活
用
や
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

8
7
5
万
4
千
円

中
小
企
業
者
に
対
す
る

資
金
融
資
の
実
施

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
町
内
の
商
工

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
事
業
の
運
転
・
設
備
・
店
舗
改

造
資
金
を
必
要
と
す
る
中
小
企
業
者
に
対
す
る

資
金
融
資
制
度
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

快
適
に
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

4
活
力
湧
き
出
る
産
業
振
興
の
ま
ち
づ
く
り

5
水路などの生産基盤整備に取り組みます 自然災害などに備えて総合防災訓練を実施します

中小企業者の資金繰りを支援します 笠縫駅東側で駐輪場の整備に着手します
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5
0
0
万
円

古
事
記
1
3
0
0
年
紀
事
業

　

今
年
は
、
本
町
が
生
誕
の
地
と
さ
れ
て
い
る

太お
お
の
や
す
ま
ろ

安
万
侶
に
よ
っ
て
「
古
事
記
」
が
編へ

ん
さ
ん纂
さ
れ

て
1
3
0
0
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
り
ま

す
。

　

ま
た
、
県
で
は
「
古
事
記
」
完
成
1
3
0
0

年
目
の
平
成
24
年
か
ら
「
日
本
書
紀
」
完
成

1
3
0
0
年
目
と
な
る
平
成
32
年
ま
で
の
9
年

間
を
「
記
紀
・
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、

歴
史
素
材
を
生
か
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

本
町
で
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携

す
る
と
と
も
に
、「
古
事
記
」
編
纂
者
の
一
人
、

稗ひ
え
だ
の
あ
れ

田
阿
礼
ゆ
か
り
の
大
和
郡
山
市
と
の
共
同
事

業
の
実
施
や
、
太
安
万
侶
や
「
古
事
記
」
ゆ
か

り
の
地
・
伝
承
な
ど
田
原
本
の
魅
力
を
全
国
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

60
万
円

職
員
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に

　

平
成
21
年
度
か
ら
3
年
で
構
築
し
て
き
た
人

事
評
価
制
度
は
、
昨
年
度
の
試
行
に
続
い
て
、

今
年
度
か
ら
本
格
実
施
を
行
い
、
人
事
管
理
施

策
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
職
員
研
修
を

よ
り
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
職

務
に
活
用
で
き
る
資
格
取
得
に
係
る
費
用
助
成

制
度
を
新
た
に
設
け
、
職
員
の
資
質
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

5
4
1
8
万
円

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
共
同
化
事
業

　

電
算
経
費
の
削
減
と
事
務
の
効
率
化
を
図
る

た
め
、
平
成
22
年
度
か
ら
近
隣
の
7
市
町
で
準

備
を
進
め
て
き
た
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し

た
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
共
同
化
が
、
今
年
度

か
ら
稼
働
し
ま
す
。

図
書
館
や

図
書
館
や

役
場
役
場
22
階
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
で

階
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
で

予
算
書
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

予
算
書
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳
し
く
予
算
を
知
り
た
い
場
合
は

詳
し
く
予
算
を
知
り
た
い
場
合
は
……

平成 24年度予算

効
率
的
な
計
画
推
進
を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り

6
太安万侶ゆかりの多神社職員の資質向上を図っていきます

「古事記」編纂に功績を残した太安万侶（坐像）基幹業務システムの共同化が稼働します




